
 

 

 

                              
 

 西中学校図書館 令和元年８月 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

クラス １年生 ２年生 ３年生 全校 

貸出冊数 391 冊 145 冊 280 冊 816 冊 

ひと月平均 5.4 冊 2.2 冊 4.2 冊 4.0 冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏休み図書館カレンダー 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

       

 

 

 

  
 
 

「平和って何だろう？」 「どうして戦争なんかするんだろう」 

「知る」ことからはじめませんか。 
図書館前廊下の掲示コーナーには 8 月のテーマ図書“戦争・平和”に関する本を特集してい

ます。図書館内には、平和学習の専用書架が常設されています。 
  

 

今回、ブックトークは夏休みの宿題になっていましたが、今日提出は済みましたか？ 

9月の期末テスト終了後から各クラスで発表がスタートします。全員が発表し、「その本読ん

でみたいな」と思わせた各クラスの上位 3 名が  MVP として選ばれます。受賞者には文

化委員会から“西中図書館で使えるお得なチケット”と粗品が贈られます。   

SUN MON TUE WED THU FRI SAT 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３  

 

    8 月 August  

     葉月（はづき）  

葉が紅葉して落ちる月「葉落

（はおち）月」から「葉月」と

なったといわれています。旧暦

では、8月は秋なのです。 

号 

 みなさん 暑い日が続きますが元気に過ごしていますか？  

図書館には分からないことを調べるための本、気分をリフレッシュするための本がたくさん。

部活で毎日、汗を流している人たち、勉強をがんばっている人たちを図書館は応援します!!   

 

戦争と平和について考える 

図書館へ行こう！ 

開館時間 基本午前のみ開館 

 午前  9：00～12：00 

 これ以外でも司書が在室して

いるときは、利用できます。 
本を借りに  

勉強しに 

来てください。 
＊開館日は変更になる場合がありますので、 

図書館前の掲示板で確認してください。 

７月の貸出状況 

  

  

Nishi J.H.S Library 

 

山の日 

 

出校日 

 
青くきれいな海 

この海は 

どんな景色を見たのだろうか 

爆弾が何発も打ちこまれ 

ほのおで包まれた町 

そんな沖縄を見たのではないだろうか 
 
緑あふれる大地 

この大地は 

どんな声を聞いたのだろうか 

けたたましい爆音 

泣き叫ぶ幼子 

兵士の声や銃声が入り乱れた戦場 

そんな沖縄を聞いたのだろうか 
 
青く澄みわたる空 

この空は 

どんなことを思ったのだろうか 

緑が消え町が消え希望の光を失った 

体が震え心も震えた 

いくつもの尊い命が奪われたことを知り 

そんな沖縄に涙したのだろうか 
 
平成時代 

私はこの世に生まれた 

青くきれいな海 

緑あふれる大地 

青く澄みわたる空しか知らない私 

海や大地や空が七十四年前 

2019年 8月 

蔵書点検のため閉館 

閉  庁  日 

8 月 19(月)～21(水)まで蔵書点検のため閉館します。 

8 月 26(月)・27(火)の 2日間で夏休みに借りた本を全部返却 

         ↑この２日間は貸出はしません。 
 

8 月 28(水)から返却が済んだクラス
・ ・ ・

から貸出開始します。 

何を見て 

何を聞き 

何を思ったのか 

知らない世代が増えている 

体験したことはなくとも 

戦争の悲さんさを 

決して繰り返してはいけないことを 

伝え継いでいくことは 

今に生きる私たちの使命だ 

二度と悲しい涙を流さないために 

この島がこの国がこの世界が 

幸せであるように 
 
お金持ちになることや 

有名になることが 

幸せではない 

家族と友達と笑い合える毎日こそが 

本当の幸せだ 

未来に夢を持つことこそが 

最高の幸せだ 
 
「命どぅ宝」 

生きているから笑い合える 

生きているから未来がある 

令和時代 

明日への希望を願う新しい時代が始まった 

この幸せをいつまでも 

平和の詩「本当の幸せ」（全文） 

 
この詩は沖縄県糸満市の小学6年生

山内玲奈さんが 6 月 23 日沖縄「慰

霊の日」の追悼式で朗読されまし

た。 

出 張 
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